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１．はじめに 

 自社製品開発を指向する中小企業では、製品化の基盤的

技術（デザイン等の商品化技術及びＣＡＤ等の設計高度化

技術）に対する支援が求められている。 

 そこで、中小企業の製品開発において製品開発時間の短

縮、設計の効率化、コストダウン等を支援するために商品

化技術、設計高度化技術による製品開発事業の支援を行っ

たので報告する。 

 

２．方  法 

 平成８年度より平成10年度の３カ年で製品開発を支援

するコンカレント設計支援システムを構築した。１） 

 支援システムを用いて企業の製品開発の支援を行った。 

 

３．製品開発における支援事例 

3.1 三次元ＣＡＤ／ＣＧによる製品開発支援 

 製品開発において二次元の設計図（三面図）から製品の

三次元形状や色調、実際の設置感覚等を頭の中でイメージ

するのは困難である。 

 そこで、三次元ＣＡＤ／ＣＧを用いて製品のイメージ像

をビジュアル化したＣＧ画像を作成し支援した事例を以

下に述べる。 

3.1.1 瓶運搬具の開発 

 この製品は、リターナ 

ル瓶の運搬器具である。 

製品を開発するに当たり 

三次元ＣＡＤにより製品 

形状の検討、ＣＧにより 

収納イメージ像や運搬器 

具の色彩感覚等を可視化 

し開発の支援を行った。 

ＣＡＤ／ＣＧにより作成 

した画像を図１に示す。    図１ 瓶運搬器具 

 

3.1.2 ハンディ型プラスチック廃棄物自動選別器の開発 

 ハンディ型の選別器のデザイン（製品形状等）を支援し

た。測定器の使い勝手、部品配置等を考慮したデザイン案

を提案した。デザイン案の一例をＣＧ化した画像を図２に

示す。 

 

図２ プラスチック選別器 

3.1.3 ゴミステーションの開発 

 この製品は、屋外に設置しゴミを一時的に収納するスト

ックヤードである。製品の重要な要素に景観シミュレーシ

ョンつまり設置場所、使用状況、色調あるいは、製品形状

等がある。そこで、これらの要素を確認するために三次元

ＣＡＤ／ＣＧを用いて仮想の画像を作成し支援した。作成

したイメージ画像を図３に示す。 

 

図３ ゴミステーション 

3.2 光造形装置による支援 

 ＣＡＤ／ＣＧはイメージをビジュアル化するのは有効

であるが大きさを把握するのは困難なため光造形装置を

用いモデルを作成する必要がある。歯車の製品開発におい

て光造形による支援をした｡作成した造形を図４に示す。 

 

図４ 光造形品 

 

４．ま と め 

1)企業の製品開発支援が出来た。 

2)製品のＣＧ画像を作成することによりイメージ像がビ

ジュアル化され現実感が増した。 

3)ＣＡＤ、ＣＧ化により形状、外観評価、色調の決定がス

ムーズに行えた。 

4)光造形により短時間でモデルの提供が出来た。 

 

５．今後の方向 

1)コンカレント設計支援システムによる支援の度合を向

上する。 

2)設計業務等に関する人材の育成に利用する。 
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